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株式会社　筑波物流　	

静脈物流活用による	

建設現場の廃棄物回収について	

～　パナホームＥＣＯセンター設立に伴う	
コスト合理化、及びＣＯ2削減　～	
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•  近交グループのCSR(社会的責任)として 

　　CO₂排出削減等の環境負荷の少ない 

　　事業運営、さらに従業員の福祉向上と 

　　地域社会への貢献を念頭に 

　　社会に役に立つ「三方よし」経営を 

　　目指しています。	

経営理念	 

２	

我々近交グループは	

ISO9001　　ISO14001　　Gマークを取得し、フェリーによるモーダルシフト化、	

デジタルタコグラフ装備による燃料消費量の低減、空車回送の削減、	

グループ会社の（有）みのり農園による植樹活動などを通じ、環境負荷低減に	

努めています。	



建設現場の課題・要望	

【課題－１】　	

②狭小地は小さいトラックで納品して欲しい	

【課題－４】	

②マニフェスト伝票の発行・回収が大変	

①納品の平準化が課題	

【課題－２】	

③製品を使う部屋まで搬入してほしい	

①大工の高齢化で製品搬入が厳しい	
②製品搬入の手配が大変	

【課題－３】	
①産廃処理費用が高価になって来ている	

②リサイクル率を向上させたい	

①必要な時に必要な部材が欲しい	

対	
策	

環境保全	
コンプライアンス遵守	

コスト削減	

　ＥＣＯセンター設立背景と基本機能　　	

１０	

ECOセンター４つの機能	

多便配送(５便)	

狭小地配送（適正車輌搬入）	

２階上げ・部屋搬入	

配送スタッフ･助手による製品搬入、	

部材着日平準化	
電子マニフェスト管理	

リサイクル管理	

資源回収（有価物・産業廃棄物）による	
ゼロエミッション達成！	

３	



　ＥＣＯセンターの配送・回収フロー	

物流ｾﾝﾀｰ	

処分業者	

①１０ｔ車幹線配送	
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ＥＣＯ	
センター	

現場毎の製品配送	

４ｔ車配送	

４ｔ車配送	

４ｔ車配送	

有価リサイクル	

ECOｾﾝﾀｰを前線ﾃﾞﾎﾟ拠点とし	
配送車輌と廃棄物回収車輌を統合	

 　⇒トータルでのＣＯ₂削減を図る	

2ｔ車配送	

建設現場	

→適正車輌配送→	
←静脈物流活用←	

建設現場	

現場毎に　
廃棄物回収	

現地積替	

ＣＯ₂削減率	

31％達成!	

②製品配送	

③廃棄物回収	

４	
④廃棄物の集約排出	

20％　　　　　　　80％	

コスト削減率	

22％達成!	
④廃棄物の集約排出	

20％　　　　　　　80％	



新築現場ゼロエミッション	

　廃棄物の集約排出	

マテリアル	
リサイクル	

（再生利用）	

新築現場	

売却[有価物]23％	
プラスチック・ダンボール・紙	
・鉄・アルミ・電線など	

再生原料[委託処理]	
木材・石膏ボード・瓦	
・外装材 など	

パレット・輸送冶具	

物流部	

現場資源	
11分別	

複合材等[委託処理]	

リユース	
（再利用）	

77％	

CO₂削減	

CO₂削減	

コンプライアンス遵守	

ＥＣＯセンター	
全国８拠点	

最適配送	

コスト削減	

帰り便を利用し	
資源の全量回収	
５回～６回/現場	

機能①
配送	

機能②
搬入	

機能③
回収	

機能④
管理	

２便以降の配送5便	
搬入・２階上げ・部屋毎への搬入	

５	



　今後の取り組みについて 	

■バイオ燃料車導入によるグリーン物流の提供	

６	

【バイオディーゼル燃料　Ｂ１００導入】 
㈱筑波物流で東京ＥＣＯセンター現場配送・回収業務において、	
バイオディーゼル燃料Ｂ１００活用車輌を６月より３台導入し	
ＣＯ₂削減３０％（６ｔ-ＣＯ₂）を図って参ります。	




